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その)j位に転換される。ついでun 分解 -' I lが~放さ ~Lつぎの êr;

2 分解市に対する進路設定に支障がない似轍日i'i筒j折の軌道IHI :ií\

を通過するとたどちに，第 2 分解Jl1に対する進路が自動的に開

通する。以 F問機に:I:'îI11 自休に よ ってつぎの分解平に対し，順

次その進路を 1I !íVJ的に制御する。かように貨準自体によ って 1I

動的に仕訳されるので，仕訳ife率がWI しかっ手1fi)J倣のように誤

扱による -1 1日放似のよう な依駄な作業もなくなる。ー--':I:'(JII操111

1易。(小 Jjt f;f.三)

かし p しのびじよう 貨車忍び錠 鎖錠保護を裂する貨物を

f1t l肢した有がL 、 1'(JI ; の) iが輸送中に容易に聞かれ，貨物が液難

にかかるなどの恕性事故を

防止するための 1'(JII鎖錠裟

位。この装置はわがL 、貨111

のうちワム 23000 号 ・ ワム

90000 号およひ.ワ 22000 号

形式に取付けられている。 :!:~ II1 忍び錠

榊造はiJ I) Ciの外íI開， )-，尻のート官11に取付けてある $'Æn; ， かぎを

回転することによって，車体の入口位に忍び錠がかかり鎖錠さ

れる。これをIlfl r寸するためにはかぎをJIl\'、数回転する。かぎは

発以および着以に備付けてある。 この事長 1i1は昭和] 25 {I三から 国

欽において突施されたものである。{坪谷忠雄)

かし 々 し 伊 ひょ う 貨車車棄 (災) freight car l a be l 貨車

を輸送する場合にその輸送にたずさわる|長l係収級者が貨111の行

先，高~載貨物の内容およひ;;ÍP)送条件当5の必要事項を簡単に女11 る

ことが必裂となるが，これらの必要事項を簡 IYJに表示するため

設けられた一定機式の厚紙を.l-'t草卒採と称し I lì!lにI問主といわ

れている。貨車の両側に取付けである貨llIIlï ~l~ ;f',' (わく)にそう

入佼mすることをたてまえとするがI ~lli~~史にかぎって:J:'í:111表

示~J'i粋tこそう入して使用する。

j l i1';~は発活駅 ・ 品名その他の輸送条件を表示することとな っ

ているのであるが，その械式が統・されており邸主Hもあまり多

くなく ， かつ表示ブJもできるだけ簡単切り ょうでなければなら

ない。 したがってこの車京で不十分な点はさらに 滞貨車表示擦

で制定すること になっている。

したが っ て111以に表示すべきものは輸送上不可欠の事項すな

わち新駅・:1:'(111記号蒋吟・品名 ・ 発駅 ・ 発月日 ・ 抜ト γ数 ・ 荷

受人等のほか1'tIlI愉送上必裂の最少限を記入することとし，さ

らに輸送条件等』工事以そのものを区別使用することとしている。

現在使川されているl't事事以は普通車1'1!:，危険品llI ~~'~，急送

rrl'1 1 lï耳目 ， 列車指定事~11，と ， 小口混載llig}~ ， 祝日合lIIl)}~，代rnllï~}~ ，

判定~l位以，普通~lri. ~J'!: の 9 顕彰iであるが，このほか門司鉄道

行旦II防の伏 ~J'!; ' 札幌欽jjJ管副局の石炭J})~のようなものがある。

しかし貨耶は 1 鉄道管政局のみで移動することは少なく， 1ぷく

他行内にまたがり移動するものであるから ， 本社において制定

するたてまえを採り，鉄道管理局で特別の111裂を制定する幼合

には，木祉の永訟を受けなければならないこととなっている。

現有国鉄で制定している各111緊の極車両および使用方はつぎの

とおりである。

危険品車票 危険品だけを積載した貨JIょに使用する。

急送品車菓 火薬覧íi以外の急送品を償11主したj;J~合または急送

川と他の貨物とを 111扱として悦，1主 しt:~送 kltが lt をこえる場合

に使川する。なお:1'tまの ;ti!i :::.民により輸送列車または連絡船を指

定した:Ël送Iftl .fl.1t :f!Iには列車指定事512を使則する。またこのJl1以

は(谷に桃色車菓・赤色車棄とも称される。

列車指定車票 貨 ::oìニ の，iW ;J(に応じて輸送列車または述給自けを

指定した場合に使用する。しかし危険仏Jl1裂を使用した貨車は，

主li'lk;保安|二からみてその取扱いに it:iぱを裂するので，危険仏本

米の危険1IIIIlj l Î. ~I，:くを l車川し， ヂIJJI1指定表示以を併 I I Jすることとし

ている。

小口混載車葉 小口 1比i依貨物絞Jjiに{史 JIJする。

積合車裏 危険品のみをfiUI正した似合ljiには危険品lII~~~ ， f&l 

送川のみを般紙した均合には急送品Jli裂を使mするのであるが，

その他の飯合Jl i を(:tY.て たN).;frに償合正II1~'{ を使用する。ただし

f1~合ljiのイ 1:立 )jの指定で危険品店主合"li または急送品償合事に指

定されている場合には， その似合事に他の貨物が混紋されてい

ても指定された車架を使用しなければならない。なおf1l合事以

外の半裂を使用する場合には，その}Ii~~'~の品名欄に L絞合1 と

記入 しなければならない。

代用車菓 代用車であって危険品のみを積載することに指定

されてあるものには危険品lII~'}~ を，急送品のみを店主紋すること

に指定されてあるものには急送品lli!:J'~を使用するが，その他の

代刑事にはこの代用車以を使用する。代刑事巡行方で危険品代

JI] 1ドまたは急送品代用車と指定してある場合は，他の貨物を混

載している場合でもそれぞれ危険品Ili '!J#. .急送品事梁を使用し，

品名側に L代月n と記入しなければならない。

特定空車票 他の支社管内へ回送する空事に使用するのをた

てまえとする。また支社または鉄道管理局が，と くに空事を緊

急かつ正雄に輸送せんがために指定して，この11i架を使用する

ことができるのである。本事政は普通2E車禁とともに他事裂の

半分の大さで貨111表示以大とな っており ，使用の際は貨車表示

EE枠にそう入する。

普通空車票 特定盗事擦を使m しない空貨111 (11" till鉄道111丙

を除く)の輸送に斤j \， 、られる。ただし支社の指定するものおよ

び l 鉄道管思局内に発話するものについては，使用す.みの jlï~J~

のw聞を使用する。

普通車票 以上の111以を使間する こと のできない貨車に)lJ い

るもので， 一般に事扱， γ ー ト・ ロープの l 事政，手荷物，小

荷物，郵便物およひ.特)) IJ扱新 IlrJ紙・雑誌獄事等に使用するのが

普通である。

貨車を輸送寸る j場合には必ずJlïY売を貨車の雨側のllIyJ!.枠にそ

う入するのが原ÞllJであるが，つぎの場合には例外として事奴を

省略することができる。

川鉄道管理局長がとくに定めた場合 (2) 発着駅!日jを底辺

巡転する専用5iIJ Jliで輸送する場合 (3) 貨物を絞紋しないでlìi

に梁務用のみに使間する緩急111 (4) ~jI極の鉄道車問。

1111にもat紋することのできないような長尺物を輸送する場合

には， {.Iilli負担ll1の前ブJ ・後方または中間に荷重のかからない

遊llíを使JIjすることがある。この J')，.l合に遊 1liの jt~~ はZE車換算

が適用 されているが， 遊1l iに使用する 1li採は， その遊亭を必要

とする貨物獄事に対して使用する耶裂と間観のものを使用し，

空lli."!hfJ.:は使用しないのである。(菅野太次)

かし 伊 しゅうはい 貨車集配 貨車の述!日計画にもとづいて，

鉄道管局!局が駅に対して 1ヨヰIの操西日を指示する 4ことをしづ。以

が荷主に対して行う:\::'tJli提供のI]ÎJ提をなすものである。すなわ

ち貨車集自己は圭IJli'l't 111の多い駅から少ない駅に~111を回送する

ことと ， 発送整備事を 1心部}させることな く輸送することである。

これらの業務を能率的にh うには ， 鉄道管理問は隣接管内から

送りこまれてくる貨車を円滑に受込み， r~1 管内から隣接管内へ

送りf_Hす:I:'t 111 を的確に送り 1:1.1して，他の管内の輸送業務に支障

を与えないように処理するとともに， じl 管内における輸送能率

をあげるようにすることである。

鉄道管!'Jl局の貨車m配方式はつぎの 2 に分けられる。その 1
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